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「12月議会報告」「12月議会報告」「12月議会報告」「12月議会報告」
　平成２５年度鳥羽市一般会計補正予算（第６号）ほか、鳥羽市子ども・子育て会議条例
の制定についてなど議案15件と発議２件を審議しました。

　

２
つ
の
航
路
で
は
10
円
未
満
で

５
円
以
上
切
り
上
げ
た
航
路
が
平

成
元
年
も
平
成
14
年
に
も
あ
り
ま

す
が
、
な
ぜ
今
回
だ
け
全
て
１
円

単
位
を
切
り
捨
て
た
の
か
、
そ
の

理
由
を
伺
い
ま
す
。

定
期
船
課
長　

過
去
の
料
金
改
定

に
お
き
ま
し
て
は
、
基
本
的
に
は

四
捨
五
入
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
今
回
に
つ
き
ま
し
て
は
、

四
捨
五
入
で
す
と
、
答
志
航
路
に

な
お
か
つ
10
円
、
そ
れ
か
ら
、
坂

手
航
路
に
10
円
と
い
う
こ
と
で
、

さ
ら
に
10
円
ア
ッ
プ
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
先
ほ
ど
申

し
上
げ
た
よ
う
に
、
住
民
負
担
の

軽
減
と
い
う
意
味
で
切
り
捨
て
処

理
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

　　

国
保
の
増
税
額
は
。

市
民
課
長　

１
人
当
た
り
９
９
６

４
円
で
す
。

　

一
世
帯
当
た
り
で
は
。

市
民
課
長　

１
万
９
０
５
８
円
で

す
。

　

年
収
４
０
０
万
円
の
モ
デ
ル
世

帯
で
の
増
税
額
は
。

市
民
課
長
　
５
万
９
９
０
０
円
で

す
。

　

同
じ
世
帯
で
国
保
と
協
会
け
ん

ぽ
と
共
済
の
保
険
料
率
は
ど
う
で

す
か
。

市
民
課
長
　
国
保
は
12
．
７
％
、

協
会
け
ん
ぽ
は
４
．
５
％
、
共
済

が
６
％
で
す
。

　

国
保
税
世
帯
は
倍
も
高
い
。
軽

減
の
た
め
に
一
般
会
計
か
ら
基
準

外
の
繰
出
を
し
て
国
保
世
帯
を
助

け
て
も
ら
い
た
い
。

一
円
単
位
を

　
　
切
り
捨
て
た
根
拠
は

国
保
税
の
増
税
額
は

定
期
船
課
長 

 

坂
手
・
答
志
住
民

　
　
　
　
　
　

負
担
軽
減
の
た
め

橋
本
　
真
一
郎

戸
上
　
健

市
民
課
長  

    

年
間
で
１
人
平
均
9
9
6
4
円
で
す

 ３億８９１３万円

２２５万円

１５０８万円

４４万円

●保育所施設整備事業　

●離島流通効率化事業　　　　

●消防水利整備維持管理経費　

●文化財保存推進事業

補正予算の主なものは―

常任委員会報告常任委員会報告
各常任委員会に13議案が付託されました。

総
務
民
生
委
員
会

（ 

議
案
第
80
号
　
鳥
羽
市
こ
ど

も
・
子
育
て
会
議
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
）

問　

こ
の
条
例
は
、
24
年
８
月

の
国
の
決
定
を
受
け
て
計
画

案
を
策
定
す
る
の
か
。

答　

27
年
４
月
か
ら
鳥
羽
市

が
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い

く
う
え
で
、
ど
の
よ
う
に
す
べ

き
か
調
査
や
審
議
を
し
て
頂

く
機
関
に
な
る
。

（ 

議
案
第
81
号
　
委
員
会
の
委

員
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
）

問
　
子
ど
も
子
育
て
会
議
委

員
は
６
１
０
０
円
と
あ
る
が
、

県
外
で
も
６
１
０
０
円
か
。先

に
審
査
し
た
議
案
の
第
６
条

第
４
項
で
、「
会
議
が
必
要
と

認
め
る
と
き
は
委
員
以
外
の

も
の
を
会
議
に
出
席
さ
せ
て

審
査
の
主
な
内
容
は
、

　
　
　

次
の
と
お
り
で
す
。
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意
見
を
聞
く
」と
あ
る
が
、
大

学
教
授
等
は
別
枠
か
。

答
　
委
員
の
12
名
以
外
に
報

酬
を
払
う
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
参
考
人
な
ど
を
呼
ん
だ

場
合
に
は
県
外
な
ら
旅
費
相

当
分
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
。

（ 

議
案
第
82
号
　
鳥
羽
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
）

問
　
こ
の
時
期
に
値
上
げ
は

厳
し
く
、値
上
げ
を
し
な
い
で

市
の
財
政
の
や
り
繰
り
を
す

る
中
で
、
値
上
げ
分
を
基
準

外
繰
出
し
で
き
な
い
か
。

答
　
基
準
内
繰
入
れ
は
基
準

ど
お
り
出
し
て
い
る
が
、
基

準
外
繰
出
し
は
出
し
て
こ
な

か
っ
た
。今
回
の
値
上
げ
は

市
民
の
高
負
担
と
な
る
こ
と

を
考
慮
し
、
４
０
０
０
万
円

の
基
準
外
繰
出
し
す
る
方
向

で
検
討
し
て
き
た
。市
の
財

政
状
況
も
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
値
上
げ

分
相
当
額
を
追
加
し
て
繰
り

出
す
こ
と
は
困
難
。

「
菅
島
採
石
場
に
係
る
緑
化

及
び
採
石
継
続
」
に
関
す
る

調
査
結
果
に
つ
い
て

　

本
委
員
会
で
は
、11
回
の

委
員
会
や
委
員
会
協
議
会
を

開
催
し
、現
地
調
査
並
び
に

当
事
者
や
市
民
団
体
等
の
意

見
を
聴
取
し
な
が
ら
、各
委

員
も
独
自
の「
菅
島
採
石
場

に
係
る
緑
化
及
び
採
石
」の

歴
史
や
経
緯
、市
民
意
見
な

ど
を
調
査
し
た
結
果
、基
本

的
に「
現
在
の
契
約
を
執
行

す
べ
き
」と
の
意
見
や「
採
石

継
続
を
前
提
と
し
た
三
者
協

議
を
望
む
」意
見
に
分
か
れ
、

３
回
の
委
員
会
や
非
公
式
で

は
あ
り
ま
す
が
、委
員
間
で

討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、本
委
員
会

は
、統
一
的
な
意
見
の
集
約
に

は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、今

後
も
市
と
菅
島
町
内
会
及
び

鶴
田
石
材
株
式
会
社
と
の
間

で
更
に
熟
議
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
、最
終
的
に
は
、市
民

及
び
市
民
団
体
は
も
と
よ
り
、

「
学
力
を
育
て
る
」
と
い
う
演

題
で
研
修
会
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
講
演
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
放
送
で
ご
覧
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

鳥
羽
市
、菅
島
町
内
会
及
び

鶴
田
石
材
株
式
会
社
が
三
方

良
し
の
結
果
と
な
る
よ
う
、

当
局
に
対
し
適
切
な
判
断
を

要
望
し
ま
し
た
。

（ 

議
案
第
86
号
　
鳥
羽
市
定

期
航
路
運
航
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
）

問
　
消
費
税
増
税
に
伴
う
運

賃
値
上
げ
に
つ
い
て
、10
円
未

満
は
切
り
捨
て
て
低
い
改 

定

に
と
ど
め
た
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、そ
れ
に
よ
り
ど
れ
く
ら

い
収
入
が
不
足
す
る
の
か
。

答
　
今
回
の
普
通
運
賃
の
上

げ
幅
は
率
で
約
１
.
９
％
で

あ
り
、
平
成
27
年
10
月
ま
で

の
試
算
で
不
足
分
５
１
２
万

２
０
０
０
円
は
定
期
航
路
事

業
特
別
会
計
か
ら
支
出
す
る

こ
と
に
な
る
。

（
議
案
第
89
号
　
海
難
事
故

に
伴
う
和
解
及
び
損
害
賠
償

の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て
）

問
　
船
長
は
前
方
の
海
上
灯

火
を
意
識
し
つ
つ
も
航
路
の

右
側
に
寄
っ
て
し
ま
い
、
海
苔

養
殖
施
設
に
プ
ロ
ペ
ラ
が
か

ら
ん
で
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
船
の
構
造
上
の
原

因
は
な
い
の
か
。

答
　
高
速
船
に
は
プ
ロ
ペ
ラ

の
下
に
ガ
ー
ド
が
付
い
て
な

い
の
で
海
中
浮
遊
物
等
が
か

ら
ん
で
し
ま
う
こ
と
は
あ
る
。

た
だ
、
高
速
船
と
し
て
の
機

能
が
制
限
さ
れ
る
の
で
ガ
ー

ド
等
の
対
策
は
不
可
能
。

委
員
会
研
修
会
を
実
施

　

文
教
産
業
常
任
委
員
会
で

は
所
管
事
務
調
査
「
鳥
羽
市

の
児
童
生
徒
の
基
礎
学
力
向

上
を
推
進
す
る
た
め
の
調

査
」の
一
環
と
し
て
、
去
る
12

月
４
日
に
大
阪
大
学
大
学
院

人
間
科
学
研
究
科
教
授
の
志

水
宏
吉
氏
を
講
師
に
迎
え
、

　

文
教
産
業
委
員
会

審
査
の
主
な
内
容
は
、

　
　
　

次
の
と
お
り
で
す
。

http://youtu.be/U14lYengJoU
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（
議
案
第
77
号　

平
成
25
年

度
鳥
羽
市
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
６
号
）歳
入
第
１
款
市

税
）

問　

対
前
年
比
で
約
１
割
以

上
観
光
客
が
増
え
る
見
込
み

の
中
で
、入
湯
税
だ
け
で
な
く

他
の
税
収
も
伸
び
る
見
込
み

は
な
い
か
。

答　

入
湯
税
は
遷
宮
効
果
も

あ
っ
て
前
半
は
入
込
み
が
見

込
め
る
。特
に
法
人
市
民
税

は
本
年
度
か
ら
若
干
増
え
る

見
込
み
は
あ
る
が
、
市
民
の

所
得
に
反
映
さ
れ
に
く
い
と

考
え
て
い
る
。

（ 

歳
出
第
２
款
総
務
費
）

問　

地
目
の
認
定
誤
り
が

あ
っ
た
固
定
資
産
税
を
10
年

間
還
付
す
る
と
あ
る
が
、
地

方
税
法
上
の
還
付
年
数
は
５

年
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
５
年

で
よ
い
の
で
は
。

答　

税
法
上
は
５
年
と
な
っ

て
い
る
が
、
善
意
の
納
税
者

保
護
の
観
点
か
ら
還
付
金
支

払
要
綱
が
設
置
さ
れ
て
い
る

の
で
、10
年
分
を
還
付
す
る
。

（ 

歳
出
第 

３
款
民
生
費
）

問　

障
害
者
自
立
支
援
給
付

事
業
で
積
算
単
価
を
誤
っ
て

い
た
と
説
明
が
あ
っ
た
が
、
補

正
額
が
当
初
予
算
の
10
倍
以

上
で
あ
り
、
な
ぜ
、
単
純
な
ミ

ス
が
予
算
編
成
過
程
で
気
づ

か
な
か
っ
た
の
か
。

答　

10
万
円
単
位
で
あ
っ
た

も
の
が
、
１
桁
少
な
く
１
万

円
単
位
で
計
算
し
て
い
た
。

（ 

歳
出
第
５
款
農
林
水
産
業

費
）

問　

国
の
補
助
を
受
け
て
購

入
す
る
冷
蔵
車
は
、
漁
協
が

各
支
所
の
水
産
物
を
運
ぶ
と

説
明
が
あ
っ
た
が
、漁
協
以
外

の
団
体
で
も
販
路
が
拡
大
で

き
る
よ
う
に
、
大
型
冷
凍
庫

な
ど
の
設
置
の
際
、補
助
は
で

き
な
い
か
。

答　

市
か
ら
補
助
メ
ニ
ュ
ー

を
積
極
的
に
紹
介
し
て
、
相

談
に
も
乗
っ
て
行
き
た
い
。

（ 

歳
出
第
６
款
商
工
費
）

問　

鉱
泉
源
保
護
管
理
整
備

費
補
助
金
は
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

ボ
イ
ラ
ー
や
濾
過
機
が

短
期
間
で
買
い
替
え
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
、
運
び
湯
用

の
車
両
に
も
使
っ
て
い
る
。

（ 
歳
出
第
７
款
土
木
費
）

問　

議
会
報
告
会
で
要
望
の

あ
っ
た
市
道
黒
田
団
地
幹
線

１
号
線
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

設
置
時
期
は
。

答　

今
回
計
画
し
た
工
事
完

了
後
に
行
う
。

（ 

歳
出
第
８
款
消
防
費
）

問　

40
㎥
の
耐
震
性
貯
水
槽

飲
料
水
兼
用
型
で
何
日
間
の

飲
料
水
が
確
保
で
き
る
か
。

答　

１
人
３
リ
ッ
ト
ル
計
算

で
約
１
万
３
０
０
０
人
が
１

日
分
確
保
で
き
る
。

（ 

歳
出
第
９
款
教
育
費
）

　

小
学
校
管
理
業
務
で
計
上

さ
れ
て
い
る
鳥
羽
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
防
塵
対
策
に
つ

い
て
、
議
会
報
告
会
で
要
望

が
あ
っ
た
た
め
、
複
数
の
委
員

か
ら
抜
本
的
な
対
策
を
求
め

る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

（ 

議
案
第
78
号　

平
成
25
年

度
鳥
羽
市
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
））

問　

新
規
の
事
業
所
が
開
設

さ
れ
、
施
設
依
存
型
に
な
っ
て

市
の
財
政
負
担
が
増
え
な
い

か
。

答　

給
付
費
も
増
え
る
の
で

市
か
ら
の
一
般
財
源
繰
り
入

れ
も
増
え
る
が
、
単
な
る
施

設
入
所
で
な
く
、
在
宅
か
ら

通
所
し
て
い
る
方
が
多
い
の

で
、施
設
入
所
よ
り
は
多
少

抑
制
で
き
て
い
る
。

（ 

議
案
第
79
号　

平
成
25
年

度
鳥
羽
市
定
期
航
路
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
））

問　

新
し
い
券
売
機
は
ど
こ

へ
設
置
す
る
の
か
。

答　

マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
と

坂
手
、
菅
島
に
そ
れ
ぞ
れ
１

台
ず
つ
設
置
す
る
。

予
算
決
算
委
員
会

審
査
の
主
な
内
容
は
、

　
　
　

次
の
と
お
り
で
す
。
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人
　
事

戸
上
　
健
　
議
員

《
　
反
　
対
　
》

議
案
第
79
号
　
平
成
25
年
度

鳥
羽
市
定
期
航
路
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

議
案
第
82
号
　
鳥
羽
市
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

議
案
第
86
号
　
鳥
羽
市
定
期

航
路
運
航
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同

意上
井
　
千
春
　
氏

討
　
論

77 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

78 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

79 × ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

80 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

81 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

82 × ○ × ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ―

83 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

84 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

85 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

86 × ○ ○ ― ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ―

87 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

88 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

89 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

90 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

諮
問
2

○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

専決処分した事件の報告について
（自動車破損事故に伴う和解及び損害賠償の額を定めることについ
て）

報
告
に
つ
き
採
決
な
し

専決処分した事件の報告について
（旅客負傷事故に伴う損害賠償の額を定めることについて）

国民健康保険に対する国庫負担率の引き上げを求める意見書の提
出について

可決

過疎対策の積極的推進を求める意見書の提出について

同意

可決

工事請負契約の締結について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

鳥羽市学校設置条例の一部改正について 可決

鳥羽志勢広域連合の共同処理する事務の変更に伴う財産処分に関
する協議について

可決

海難事故に伴う和解及び損害賠償の額を定めることについて

鳥羽市道路占用料徴収条例の一部改正について 可決

可決

平成２５年度鳥羽市定期航路事業特別会計補正予算（第２号）

可決

12
月
20
日

坂

倉

紀

男

可決

中

世

古

泉

可決

可決

審

議

結

果

議

案

番

号

議

案

名

平成２５年度鳥羽市一般会計補正予算（第６号）

平成２５年度鳥羽市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

鳥羽市国民健康保険税条例の一部改正について

寺

本

春

夫

議

決

日

松

井

一

弥

木

下

爲

一

浜

口

一

利

可決鳥羽市子ども・子育て会議条例の制定について

委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正に
ついて

山

本

泰

秋

鳥羽市給水条例の一部改正について

鳥羽市道路線の認定及び変更について

鳥羽市定期航路運航条例の一部改正について

可決

可決

可決

可決

坂

倉

広

子

野

村

保

夫

村

山

俊

幸

戸

上

　
健

世

古

安

秀

橋

本

真

一

郎

可決

井

村

行

夫

平成25年　第4回定例会　議員別表決結果

発
議
14

報
告
10

報
告
11

発
議
15
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市民の多くが一日も早い緑化終結を願う菅島採石場

地域の文献資料

中世古　泉

戸上　健

　
　
11
月
6
日
か
ら
12
月
4
日
ま
で
、

議
会
報
告
会
で
各
地
を
回
っ
た
時
、

住
民
の
方
よ
り
古
い
書
類
が
有
る

と
聞
き
ま
し
た
。い
ず
れ
の
資
料
も

地
域
で
の
歴
史
、文
化
を
語
る
上
で

は
非
常
に
大
切
な
も
の
で
す
。担
当

の
教
育
委
員
会
の
対
応
を
聞
き
ま

す
。

教
委
生
涯
学
習
課
長
　
要
請
が

あ
っ
た
場
合
、
文
化
財
専
門
員

が
地
域
に
出
向
い
て
、
調
査
・

保
管
の
準
備
を
し
ま
す

　
現
時
点
で
教
育
委
員
会
が
調
査

し
た
文
献
資
料
は
ど
れ
く
ら
い
で

す
か
。

教
育
長
　
旧
村
役
場
文
書
や
公

民
館
な
ど
に
保
管
さ
れ
て
い
た

文
献
資
料
は
、
１
万
７
２
７
９

点
で
す
。

　
旧
鳥
羽
小
学
校
は
高
台
に
あ
り
、

活
用
し
て
保
管
と
展
示
を
し
て
は

ど
う
で
す
か
。

教
育
長
　
旧
鳥
羽
小
学
校
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
出
来
る
限
り
早
く

整
備
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え　

て
い
ま
す
。

　
市
長
が
考
え
ま
す
今
後
の
鳥
羽
の

歴
史
文
化
へ
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

市
長
　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、

こ
う
い
っ
た
郷
土
の
歴
史
・
文
化

を
大
切
に
し
て
、
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
、
そ
し
て
郷
土
を
愛
す
る
鳥

羽
市
民
、
若
い
人
た
ち
を
育
て
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
進
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

教委生涯学習課長　地域に出向いて調査・保管します

菅島採石契約履行を

埋もれている文献資料について

市長　約束は守るべき

①
協
定
書
通
り
終
結
し
、
新
た
な

採
石
申
請
に
は
一
切
同
意
し
な
い
。

②
な
ぜ
期
限
が
守
れ
な
か
っ
た
の

か
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
。

③
島
外
に
石
を
運
び
出
し
て
の
り

面
整
形
を
早
く
や
り
緑
化
す
る
。

　
市
長
の
見
解
は
。
。

市
長　

期
限
は
協
定
書
ど
お
り
で

き
ま
す
け
れ
ど
も
、
緑
化
は
協
定

書
ど
お
り
で
き
ま
せ
ん
。売
れ
て

も
売
れ
な
く
て
も
採
っ
て
、
そ
れ

を
他
所
へ
運
ん
で
行
け
と
い
う
考

え
方
は
理
解
で
き
ま
す
け
れ
ど
も
、

現
実
問
題
と
し
て
非
常
に
難
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
平
成
15
年
に
締
結
し
た
菅
島
採

石
協
定
書
は
「
緑
化
は
の
り
面
整

形
、
緑
化
工
あ
わ
せ
て
平
成
26
年

３
月
31
日
ま
で
に
完
了
す
る
」
と

あ
り
ま
す
。市
が
署
名
捺
印
し
た

公
文
書
で
す
。何
が
あ
っ
て
も
守

る
の
が
行
政
の
基
本
姿
勢
で
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

市
長　

言
わ
れ
る
と
お
り
だ
と
思

い
ま
す
。約
束
し
た
こ
と
で
す
か
ら

守
る
べ
き
で
す
。た
だ
、
現
実
問
題

と
し
て
、
来
年
３
月
31
日
ま
で
に
終

了
す
る
と
い
う
こ
と
を
皆
で
約
束

し
た
わ
け
で
す
が
、
現
実
的
に
は
そ

れ
が
不
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
守
り
切
れ
な
い
。そ
れ
に
対
す

る
新
た
な
考
え
方
と
い
い
ま
す
か
、

対
処
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

そ
う
い
う
事
態
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
ど
う
守
る
の
か
。
３
つ
提
案
し

ま
す
。
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世古　安秀

井村　行夫

耕作放棄地が増加しています

城山鳥羽城イルミネーション

た
ま
ひ
か
り

　
　
鳥
羽
市
の
農
業
を
活
性
化
す
る
た

め
の
現
状
と
課
題
、対
策
は
何
で
す
か
。

農
水
商
工
課
長
　
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
有
害

鳥
獣
に
よ
る
被
害
な
ど
に
よ
り
耕

作
放
棄
地
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

対
策
は
耕
作
放
棄
地
を
増
加
さ
せ

な
い
た
め
に
本
年
度
よ
り
「
農
地

バ
ン
ク
」制
度
を
始
め
ま
し
た
。予

備
軍
の
よ
う
な
人
に
も
登
録
し
て

も
ら
っ
て
、
耕
作
放
棄
地
に
な
る

前
に
貸
し
て
ほ
し
い
人
に
切
り
か

わ
る
よ
う
に
検
討
し
た
い
。

　
農
家
の
収
入
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
鳥

羽
産
の
特
別
栽
培
米
「
珠
光
」
を
ふ
る

さ
と
納
税
の
贈
呈
品
に
活
用
で
き
な

い
で
す
か
。

市
長
　
き
ち
ん
と
管
理
さ
れ
て

い
れ
ば
、
販
売
元
と
相
談
し
て
設

定
し
た
い
。

　
学
校
給
食
の
現
状
は
。

教
育
長
　
児
童
生
徒
と
教
職
員

等
１
７
０
０
食
を
週
５
回
、
う

ち
米
飯
は
４
回
、
パ
ン
を
１
回

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
地
産
地
消
と
顔
の
見
え
る
食
育

を
進
め
る
た
め
に
、鳥
羽
で
生
産
さ

れ
た
米
を
提
供
で
き
な
い
で
す
か
。

教
育
長
　
鳥
羽
産
の
米
を
学

校
給
食
全
体
で
提
供
す
る
に
は

年
間
21
ト
ン
の
量
、
品
質
、
価

格
の
問
題
で
課
題
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
鳥
羽
市
総
合
計
画
の
農
業
政
策

の
中
に「
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
地

産
地
消
を
推
進
し
て
学
校
給
食
な

ど
へ
の
供
給
を
促
進
し
ま
す
。」
と

明
確
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

も
っ
と
促
進
し
て
ほ
し
い
。

市長　販売元と相談して設定したい珠光をふるさと納税の贈呈品に

　
　
市
民
が
主
役
と
な
る
ま
ち
づ
く

り
政
策
と
し
て
、
鳥
羽
市
民
の
環

境
と
自
然
を
守
る
条
例
、
鳥
羽
市

を
美
し
く
す
る
条
例
の
見
直
し
と

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を
作
る
こ

と
に
あ
る
と
提
案
し
ま
す
が
、
市

長
の
考
え
を
聞
き
ま
す
。

市
長
　
良
い
条
例
が
あ
っ
て
も

生
か
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ

り
、
改
善
し
見
直
す
べ
き
は
見
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
見
極
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
を
活
用
し
、
市

民
の
平
和
的
な
も
の
、
市
民
の
ニ

ー
ズ
を
実
現
し
て
い
く
事
が
大
事

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
鳥
羽
城
再
建
は
、
今
後
の
町
並

み
再
生
と
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、

国
際
観
光
文
化
都
市
の
推
進
に
、

高
台
に
あ
る
こ
と
か
ら
眺
め
も
良

く
、資
料
館
、避
難
場
所
に
も
最
適

な
場
所
に
あ
り
ま
す
。  
歴
史
的
に

も
意
味
深
く
、
住
民
の
シ
ン
ボ
ル

の
要
素
が
大
で
あ
り
ま
す
。そ
し

て
、
市
民
が
希
望
と
誇
り
を
も
て

る
政
策
で
あ
る
と
提
案
し
ま
す
が
、

市
長
の
見
解
を
聞
き
ま
す
。　

市
長
　
大
事
な
の
は
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
で
す
。

行
政
だ
け
で
な
く
、
議
会
も
住
民

も
巻
き
込
ん
で
、
み
ん
な
で
造
ろ

う
、
借
金
を
増
や
し
て
で
も
や
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
や
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
財

政
の
事
、
い
ろ
ん
な
事
を
考
え
る

と
決
断
し
に
く
い
。
盛
り
上
が
り

を
み
て
結
論
を
導
い
て
い
き
た
い
。

鳥羽城建設はあるのか 市長　市民のニーズ次第です

たまひかり
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編
集
後
記

編
集
後
記の

で
、平
成
26
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

              

記　

野
村
保
夫

と
ば
市
議
会
だ
よ
り

                   

編
集
委
員
会

委  

員  

長　

寺
本　

春
夫

副
委
員
長　

井
村　

行
夫

委　
　

員　

中
世
古　

泉

委　
　

員　

松
井　

一
弥

委　
　

員　

坂
倉　

広
子

委　
　

員　

坂
倉　

紀
男

委　
　

員　

野
村　

保
夫

　

と
ば
市
議
会
だ
よ
り

第
１
４
６
号
を
お
届
け

し
ま
す
。

　

市
議
会
で
は
昨
年
末
、

三
重
県
議
会
議
員
の
選

挙
区
と
定
数
見
直
し
案

に
つ
い
て
、
近
隣
市
と
の

合
区
や
鳥
羽
市
選
挙
区

（
１
名
）
削
減
を
し
な
い

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。県

議
会
（
電
話
０
５
９
‐
２

２
４
‐
２
８
７
９
）
で
は

２
月
13
日
ま
で
意
見
募

集
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
様
に
も

声
を
上
げ
て
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
達
編
集
委

員
も
皆
様
に
楽
し
く
読

ん
で
頂
け
る
よ
う
に
一

層
努
力
し
て
い
き
ま
す

鳥
羽
市
議
会

検
 索

編
集
：
と
ば
市
議
会
　
　
だ
よ
り
編
集
委
員
会
　
発
行
：
鳥
羽
市
議
会
 

と
ば
市
議
会
だ
よ
り
  平
成
26年

2月
1日

 〒
517-0011　

鳥
羽
市
鳥
羽
3丁
目
1-1  TEL：

0599-25-1206  FA
X：
0599-25-1215

                             E-m
ail g

ikai@
city.to

b
a.m
ie.jp

とば市議会だより　　平成26年2月１日

株式会社ポケモン　代表取締役社長　石原恒和さん

　今きらりと輝いている鳥羽市出身の人達にスポット
をあてる企画、今回はあのポケモンの育ての親である
石原恒和さんです。

Q ポケモンと言えば知らない子どもがいないくらい有名なキャラクターですが、石原さ
んは鳥羽での幼少時代をどのように過ごされたのでしょうか。

Q ブランドマネジメントを手がける石原さんの目に現在の鳥羽はどう映っています
か。

A .幼少期というと、もう50年前になります。夏は毎日、海で泳ぎ、そして鳥羽市営プールで
泳いでいました（2時間10円でした）。父から囲碁や将棋を教わり夢中になりました。そこが
私の原点のような気がしています。

A.私のいた頃に比べると、鳥羽は現在、都市機能や生活環境は格段に進歩していますが、
人口はかなり減っています。これを過疎化と捉えるか、まだまだ人が増えても大丈夫な余白
がたくさんあると捉えるか？は、皆さんの気持ち次第、プロデュースの仕方次第と思います。

Q 最後に、鳥羽の子ども達にメッセージをお願いします。

A.東京から鳥羽に戻ると、昔ながらの海の色、磯の匂いに触れて懐かしくなります。素晴ら
しい自然環境を大切にして、のびのびと（あまちゃんのように）生きて欲しいです。

プロフィール 1957 年生まれ。1998 年、ポケモンセンター株式会社（現・株
式会社ポケモン）設立と同時に代表取締役社長に就任。現在
は、株式会社ポケモンにおいて、ポケモン全体のブランドマネ
ジメントを手がける。
株式会社ポケモン　ホームページ
http://www.pokemon.co.jp/corporate/

県議会に要望書を提出
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